
（別紙１） 

 

第 63期第２回青年委員会議事録 

 

１ 開催日時 令和４年 12月９日（金） 午前９時 30分から午後５時 

 

２ 開催場所 午前：中央書記局 午後：会議するなら 

 

３ 出席者 

［青年委員長］ 

 小林佑太朗 

［副青年委員長］ 

 呉屋尭歩 

［書記長］ 

 嶋村剄汰 

［執行委員］ 

松本琉寿、正垣崚、西原夕夏、古川遼 

［中執（青年担当）］ 

 村岡和弥（中央書記次長） 

 

４ 議 題 

（１）第１回考査管理室長会見について（打ち合わせ・総括） 

（２）各地区本部活動経過報告 

（３）ＪＣＵセミナーの検討 

（４）新職に配布するお祝い物品の検討 

（５）普通科基礎科アンケートの共有 

（６）その他 

 

５ 議事内容 

（１）第１回考査管理室長会見について（打ち合わせ・総括） 

ア 交渉打合せ 

 ・事前に交渉の流れ、各自が担当する発言事項について共有を行った。 

 

 イ 総括 

 ・当局側の回答はこれまでどおりであり、目新しいものはなかった。 

 ・フリートークの時間が短かった。次回は、もう少し時間を取ってもらえるように事前に

依頼しておくか、趣旨の発言を省略してフリートークの時間を確保するなどを検討するこ

ととした。 

 



（２）各地区本部活動経過報告 

ア 函館 

 ・欠席 

 

イ 東京 

 ・12月３日に青年総会を開催。小林を入れて 4名体制となった。 

 ・12月８日に税関長交渉。 

 ・１月 20日～21日でボウリング大会を検討中（スキーレクも検討中）。 

 

ウ 横浜 

 ・12月２日に令和２年度以降の非組を対象に意見交換会を実施。非組５人、青年担当３名

の計８名で実施した。今後も意見交換会を実施する予定。 

 ・12月８日に税関長交渉。 

 

エ 名古屋 

 ・欠席 

 

オ 大阪 

 ・12月 19日に税関長交渉。 

 ・青年層組合員の新年会を実施したい。大卒１名に１対１で加入慫慂を実施。JCUセミナ

ーを勧めたところ加入に前向き。 

 

カ 神戸 

 ・12月７日に税関長交渉。 

 ・１月 13日に旗開き予定。 

 

キ 門司 

 ・12月１日～２日に語学研修生と昼食会を実施。１名加入した。 

 ・12月 13日に税関長交渉。 

 ・12月下旬に若手の意見交換会を実施する予定。 

 

ク 長崎 

 ・12月 13日に税関長交渉。 

 ・12月にクリスマスサンタを実施する予定。 

 ・1月に若手（非組を含めて）でボウリング大会とサウナレクを実施する予定。 

 ・10 月１回、11 月３回、延べ〇名に対して加入慫慂を実施した。結果、大卒が１名加入

した。中途採用も加入した。 

 

 



ケ 沖縄 

 ・12月３日にボウリング＆BBQレクを実施。令和２～４年生を対象。12名が参加した（非

組は誘っていない）。コロナが増えているのでしばらくはレクの実施予定なし。 

 ・12月 15日に税関長交渉。 

 

（３）ＪＣＵセミナーの検討 

 ・旅行会社から提案のあった案について、検討を行い以下の２案で見積りを依頼すること

とした。 

 （案１）リソルの森（品川駅より約２時間） 

     １日目：セミナー（東京海上日動：給与明細、ねんきん定期便の見方） 

             （青年委員会：組合について） 

         レク（インディアカ） 

         夕食（BBQ） 

     ２日目：レク（チームビルディング） 

         昼食（和定食） 

     備 考：施設と宿は併設 

 

 （案２）富士研修所（品川駅より約２時間 30分） 

     １日目：セミナー（東京海上日動：給与明細、ねんきん定期便の見方） 

             （青年委員会：組合について） 

         レク（火起こし・焚火体験） 

         夕食（BBQ） 

     ２日目：レク（樹海ウォークラリー） 

         昼食（お弁当） 

     備 考：施設と宿は併設 

 ・開催は土日で行うこととし、前期の実施時期では寒かったことから４月下旬から５月で

検討し、中央委員会予定日と GW候補日を除いた以下で見積りを依頼することとした。 

   ４月 29日（土）～30日（日） 

   ５月 13日（土）～14日（日） 

   ５月 20日（土）～21日（日） 

 ・バスはコロナが落ち着いていればコロナ前と同じように１台で移動することとし、バス

内でアイスブレーキングを行うこととした。バスの大きさが選べるのかは旅行会社に再確

認することとし、その結果をもって参加者人数を決定する。なお、補助席は使用しない。 

 ・参加者人数決定後、前期と同じように今現在の各地区本部の青年層組合員の人数で按分

し定数を決めることとした。今現在の青年層組合員の人数の確認を各委員が行い、村岡書

記次長まで報告することとした。なお、按分による定数はあくまで目安であり、各地区本

部の実情により柔軟に変更を可能とすることとした。 

 ・セミナー部分について、東京海上日動の担当者からデモンストレーションをしてもらっ

た。取入れるかは次回の青年委員会で決定することとした。 



 

（４）新職に配布するお祝い物品の検討 

 ・今期も新職にお祝い物品を配布することとした。 

 ・前期新たに配布した JCU手帳について検討を行った。基礎科、普通科のアンケート結果

からも JCU手帳は非常に好評であったため今期も JCU手帳を配布することとした。シール

のデザインと貼付け場所についても前期と同様とすることとした。 

 

（５）普通科基礎科アンケートの共有 

 ・村岡書記次長から普通科基礎科アンケート結果の共有があった。分析結果を基に説明が

あり、来年３月の税関研修所副所長会見の基礎資料とすることとした。 

 ・村岡書記次長が受講した組合アンケートに関するセミナーの二次研修を行った。アンケ

ートを実施するうえでのポイントの説明と推奨できない質問の仕方の紹介があり、理解度

チェックとして３つの問題を解き解説があった。 

 

（６）その他 

 ・「令和 4年度【新職用】加入慫慂資料（青年委員会 ver.）」を共有した。次回の青年委員

会では、これを基にリニューアルに向けての検討及び学習会を行う。 

 

以上 


